
(57)【要約】

【課題】エンジンのオーバーヒートを回避可能なターボ

チャージャ制御機構を提供する。

【解決手段】ターボチャージャ４のコンプレッサ３上流

側に設けたエアフローメータ１２と、アクセルセンサ１

８と、エンジン冷却水温を計測する温度センサ１９、エ

ンジン１の吸気経路６に組み込んだブースト圧センサ２

０と、ターボチャージャ４に付帯する回転数センサ２１

と、エンジン１の燃料噴射制御を担い且つエアフローメ

ータ１２及び各センサ１８～２１から得た情報１１，２

３～２６に基づいてコンプレッサ３の実吸気体積流量が

体積流量制御マップに見合うように燃料噴射量を制御す

るエンジン制御手段２２とを備え、外気温度が高い場合

に、燃料噴射量を減らしてエンジン冷却系の負荷を軽減

を図る。

【選択図】図１

JP 2005-299618 A 2005.10.27



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ー ビ ン に 可 動 ノ ズ ル ベ ー ン を 装 備 し た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に 付 帯 す る 回 転 数 セ ン サ と 、
当 該 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の コ ン プ レ ッ サ 上 流 側 に 設 け た エ ア フ ロ ー メ ー タ と 、 ア ク セ ル 開 度
を 検 出 す る ア ク セ ル セ ン サ と 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 温 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ と 、 エ ン ジ ン 吸 気
系 統 に 設 け た ブ ー ス ト 圧 セ ン サ と 、 エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 制 御 を 担 い 且 つ 各 セ ン サ と エ ア フ
ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 に 基 づ い て コ ン プ レ ッ サ の 実 吸 気 体 積 流 量 が 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ
に 見 合 う よ う に 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す る エ ン ジ ン 制 御 手 段 と を 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る
タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 と 質 量 流 量 制 御 マ ッ プ に 基 づ き 可 動 ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度
を 調 整 す る 機 能 、 エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 か ら 想 定 吸 気 体 積 流 量 を 算 出 す る 機 能 、
ブ ー ス ト 圧 セ ン サ か ら 得 た 情 報 と 吸 気 体 積 流 量 に 基 づ き タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 理 想 回 転 数 を
算 出 す る 機 能 、 回 転 数 セ ン サ で 得 た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 実 回 転 数 が 理 想 回 転 数 を 上 回 っ た
場 合 に 実 回 転 数 と ブ ー ス ト 圧 セ ン サ か ら 得 た 情 報 と 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ に 基 づ き 吸 気 体 積
流 量 が 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ に 見 合 う よ う に 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す る 機 能 と を 、 エ ン ジ ン 制 御
手 段 に 具 備 さ せ た 請 求 項 １ に 記 載 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 排 気 再 循 環 （ Ｅ Ｇ Ｒ :Exhaust Gas Recirculation） を 適 用 し た 過 給 機 付 内 燃 機 関
で は 、 エ ン ジ ン 排 気 経 路 か ら 分 流 し た 排 気 を エ ン ジ ン 吸 気 経 路 へ 送 給 し て 燃 焼 温 度 の 低 下
を 図 り 、 Ｎ Ｏ ｘ の 発 生 を 低 減 さ せ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ は 過 給 機 付 内 燃 機 関 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 エ ン ジ ン １ の 排 気 Ｇ を タ ー ビ ン ２ の
作 動 流 体 に し て コ ン プ レ ッ サ ３ を 駆 動 す る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ と 、 エ ア ク リ ー ナ ５ を 通 過
し て コ ン プ レ ッ サ ３ に よ り 圧 縮 さ れ た 吸 気 Ａ を エ ン ジ ン １ へ 送 給 す る 吸 気 経 路 ６ と 、 当 該
エ ン ジ ン １ の 排 気 経 路 ７ の タ ー ビ ン ２ よ り も 上 流 側 （ 排 気 マ ニ ホ ー ル ド ） か ら 吸 気 経 路 ６
の コ ン プ レ ッ サ ３ よ り も 下 流 側 へ 至 る Ｅ Ｇ Ｒ 管 路 ８ と 、 主 に 燃 料 噴 射 制 御 を 担 う エ ン ジ ン
制 御 手 段 （ Ｅ Ｃ Ｕ ： Electronic Control Unit） ９ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 吸 気 経 路 ６ に は 、 コ ン プ レ ッ サ ３ が 圧 縮 し た 吸 気 Ａ を 冷 却 す る た め の イ ン タ ク ー ラ １ ０
が 組 み 込 ん で あ り 、 エ ア ク リ ー ナ ５ と コ ン プ レ ッ サ ３ の 吸 気 導 入 口 と の 間 に は 、 吸 気 Ａ の
質 量 流 量 （ ｋ ｇ ／ 秒 ） や 温 度 （ ℃ ） の 情 報 １ １ を 得 る た め の エ ア フ ロ ー メ ー タ １ ２ が 組 み
込 ん で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 排 気 経 路 ７ の タ ー ビ ン ２ の 下 流 側 に は 、 マ フ ラ １ ３ が 設 け て あ り 、 Ｅ Ｇ Ｒ 管 路 ８ に は 、
排 気 Ｇ を 冷 却 す る た め の Ｅ Ｇ Ｒ ク ー ラ １ ４ と 排 気 Ｇ の 流 量 を 調 整 す る た め の Ｅ Ｇ Ｒ バ ル ブ
１ ５ が 直 列 に 組 み 込 ん で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 タ ー ビ ン ２ の ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 は 、 信 号 １ ６ に 基 づ き 作 動 す る ア ク チ ュ エ ー タ １ ７ に
よ り 調 整 で き 、 例 え ば 、 一 定 の 排 気 Ｇ の 流 入 量 に 対 し て ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 を 拡 げ た 場 合
は 、 排 気 Ｇ の 流 速 が 下 が っ て タ ー ビ ン ２ の 回 転 数 が 低 く な り 、 コ ン プ レ ッ サ ３ の 吸 気 Ａ の
吸 い 込 み 量 が 減 る の で 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 見 掛 け 上 の 容 量 が 増 大 す る （ 同 等 の 回 転 数
を 保 つ た め に よ り 多 く の 排 気 Ｇ が 必 要 に な る ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 逆 に 、 一 定 の 排 気 Ｇ の 流 入 量 に 対 し て ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 を 狭 め た 場 合 は 、 排 気 Ｇ
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の 流 速 が 上 が っ て タ ー ビ ン ２ の 回 転 数 が 高 く な り 、 コ ン プ レ ッ サ ３ の 吸 気 Ａ の 吸 い 込 み 量
が 増 す の で 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 見 掛 け 上 の 容 量 が 減 少 す る （ よ り 少 な い 排 気 Ｇ で 同 等
の 回 転 数 を 保 て る ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 エ ン ジ ン 制 御 手 段 ９ は 、 予 め 設 定 し て あ る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 質 量 流 量 制 御 マ ッ プ と
エ ア フ ロ ー メ ー タ １ ２ か ら 得 た 情 報 １ １ に 基 づ く 信 号 １ ６ を ア ク チ ュ エ ー タ １ ７ へ 送 っ て
タ ー ビ ン ２ の ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 を 調 整 し 、 コ ン プ レ ッ サ ３ か ら エ ン ジ ン １ へ 供 給 さ れ る
吸 気 Ａ の 質 量 流 量 が 一 定 に な る よ う に 調 整 す る 機 能 を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ に 示 す 過 給 機 付 内 燃 機 関 で は 、 エ ン ジ ン １ が 稼 動 状 態 で あ る と き 、 排 気 Ｇ の 大 部 分
は 、 タ ー ビ ン ２ へ 流 入 し て コ ン プ レ ッ サ ３ を 駆 動 し た 後 、 マ フ ラ １ ３ を 経 て 大 気 中 に 放 出
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 エ ア ク リ ー ナ ５ か ら コ ン プ レ ッ サ ３ に 流 入 し て 圧 縮 さ れ た 吸 気 Ａ は 、 イ ン タ ク ー ラ １ ０
を 通 っ て エ ン ジ ン １ へ 送 給 さ れ 、 こ れ と 同 時 に 排 気 Ｇ の 一 部 が Ｅ Ｇ Ｒ 管 路 ８ へ 流 入 し て 、
Ｅ Ｇ Ｒ ク ー ラ １ ４ に よ り 冷 却 さ れ 且 つ Ｅ Ｇ Ｒ バ ル ブ １ ５ で 流 量 調 整 が 行 な わ れ た 排 気 Ｇ が
エ ン ジ ン １ へ 送 給 さ れ 、 燃 焼 温 度 の 低 下 が 図 ら れ 、 Ｎ Ｏ ｘ の 発 生 が 低 減 す る こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ５ ６ ９ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の コ ン プ レ ッ サ ３ か ら エ ン ジ ン １ へ 送 給 す べ き 吸 気 Ａ の 質 量 流 量 が
一 定 に な る よ う に タ ー ビ ン ２ の ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 を 調 整 す る 制 御 で は 、 外 気 温 度 が 高 い
場 合 に 、 ノ ズ ル ベ ー ン に 開 度 を 狭 め て タ ー ビ ン ２ の 回 転 数 を 上 げ 、 空 気 密 度 の 低 下 に よ る
吸 気 Ａ の 質 量 流 量 の 不 足 を 補 う こ と に な る が 、 こ の よ う な 制 御 で は 、 イ ン タ ク ー ラ １ ０ や
ラ ジ エ ー タ な ど の 冷 却 系 の 負 荷 が 増 え て 最 終 的 に は エ ン ジ ン が オ ー バ ー ヒ ー ト す る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 実 情 に 鑑 み て な し た も の で 、 エ ン ジ ン の オ ー バ ー ヒ ー ト を 回 避 可 能 な
タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 タ ー ビ ン に 可 動 ノ ズ ル ベ ー ン を
装 備 し た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に 付 帯 す る 回 転 数 セ ン サ と 、 当 該 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の コ ン プ レ
ッ サ 上 流 側 に 設 け た エ ア フ ロ ー メ ー タ と 、 ア ク セ ル 開 度 を 検 出 す る ア ク セ ル セ ン サ と 、 エ
ン ジ ン 冷 却 水 温 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ と 、 エ ン ジ ン 吸 気 系 統 に 設 け た ブ ー ス ト 圧 セ ン サ と
、 エ ン ジ ン の 燃 料 噴 射 制 御 を 担 い 且 つ 各 セ ン サ と エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 に 基 づ い
て コ ン プ レ ッ サ の 実 吸 気 体 積 流 量 が 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ に 見 合 う よ う に 燃 料 噴 射 量 を 制 御
す る エ ン ジ ン 制 御 手 段 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 と 質 量 流 量 制 御 マ ッ プ に 基 づ
き 可 動 ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 を 調 整 す る 機 能 、 エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 か ら 想 定 吸 気
体 積 流 量 を 算 出 す る 機 能 、 ブ ー ス ト 圧 セ ン サ か ら 得 た 情 報 と 吸 気 体 積 流 量 に 基 づ き タ ー ボ
チ ャ ー ジ ャ の 理 想 回 転 数 を 算 出 す る 機 能 、 回 転 数 セ ン サ で 得 た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 実 回 転
数 が 理 想 回 転 数 を 上 回 っ た 場 合 に 実 回 転 数 と ブ ー ス ト 圧 セ ン サ か ら 得 た 情 報 と 体 積 流 量 制
御 マ ッ プ に 基 づ き 吸 気 体 積 流 量 が 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ に 見 合 う よ う に 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す
る 機 能 と を 、 エ ン ジ ン 制 御 手 段 に 具 備 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 各 セ ン サ と エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら 得 た 情 報 に 基 づ き 、 エ ン ジ ン 制 御
手 段 が コ ン プ レ ッ サ の 吸 気 体 積 流 量 が 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ に 見 合 う よ う に 、 燃 料 噴 射 量 を
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減 ら し て タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 回 転 数 を 下 げ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 に よ れ ば 、 各 セ ン サ と エ ア フ ロ ー メ ー タ か ら の 情 報
に 基 づ い て 、 コ ン プ レ ッ サ の 実 吸 気 体 積 流 量 が 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ に 見 合 う よ う に 、 燃 料
噴 射 量 を 減 ら す の で 、 外 気 温 度 が 高 い 場 合 の エ ン ジ ン 冷 却 系 の 負 荷 を 軽 減 す る こ と が 可 能
に な り 、 よ っ て 、 エ ン ジ ン の オ ー バ ー ヒ ー ト を 回 避 で き る 、 と い う 優 れ た 効 果 を 奏 し 得 る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 適 用 し た 過 給
機 付 内 燃 機 関 を 示 す も の で あ り 、 図 中 、 図 ３ と 同 一 の 符 号 を 付 し た 部 分 は 同 一 物 を 表 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 は 、 先 述 し た エ ア フ ロ ー メ ー タ １ ２ と 、 ア ク セ ル 開 度 を 検 出
す る ア ク セ ル セ ン サ １ ８ と 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 温 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ １ ９ と 、 吸 気 経 路 ６
に 組 み 込 ん だ ブ ー ス ト 圧 セ ン サ ２ ０ と 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ に 付 帯 す る 回 転 数 セ ン サ ２ １
と 、 エ ン ジ ン １ の 燃 料 噴 射 制 御 を 担 い 且 つ ア ク チ ュ エ ー タ １ ７ に 信 号 １ ６ を 送 る エ ン ジ ン
制 御 手 段 ２ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 エ ン ジ ン 制 御 手 段 ２ ２ に は 、 質 量 流 量 制 御 マ ッ プ と エ ア フ ロ ー メ ー タ １ ２ か ら 得 た 情 報
１ １ に 基 づ く 信 号 １ ６ を ア ク チ ュ エ ー タ １ ７ へ 送 っ て タ ー ビ ン ２ の ノ ズ ル ベ ー ン の 開 度 を
調 整 し 、 コ ン プ レ ッ サ ３ か ら エ ン ジ ン １ へ 供 給 さ れ る 吸 気 Ａ の 質 量 流 量 が 一 定 に な る よ う
に 調 整 す る 機 能 の 他 に 、
ａ ． ア ク セ ル セ ン サ １ ８ か ら 得 た ア ク セ ル 開 度 の 情 報 ２ ３ に 基 づ き 、 ア ク セ ル 全 開 状 態 が
予 め 設 定 し て あ る 時 間 を 超 え た か 否 か を 判 定 す る 機 能 、
ｂ ． ａ 項 の 要 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 温 度 セ ン サ １ ９ か ら 得 た 水 温 の 情 報 ２ ４ に 基 づ き 、
エ ン ジ ン 冷 却 水 温 が 予 め 定 め て あ る 上 限 値 を 超 え た か 否 か を 判 定 す る 機 能 、
ｃ ． ｂ 項 の 要 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 エ ア フ ロ ー メ ー タ １ ２ か ら 得 た 吸 気 Ａ の 質 量 流 量 や
温 度 の 情 報 １ １ に 基 づ き 、 吸 気 Ａ の 体 積 流 量 Ｑ １ （ 立 方 ｍ ／ 分 ） を 算 出 す る 機 能 、
ｄ ． ブ ー ス ト 圧 セ ン サ ２ ０ か ら 得 た 圧 力 の 情 報 ２ ５ に 基 づ き 、 タ ー ボ 圧 力 比 π Ｃ １ を 算 出
す る 機 能 、
ｅ ． 体 積 流 量 Ｑ １ 及 び タ ー ボ 圧 力 比 π Ｃ １ か ら タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 理 想 回 転 数 Ｎ Ｔ ０ を
算 出 す る 機 能 、
ｆ ． 回 転 数 セ ン サ ２ １ で 得 た 情 報 ２ ６ 、 す な わ ち 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 実 回 転 数 Ｎ Ｔ １
が 理 想 回 転 数 Ｎ Ｔ ０ 以 上 に な っ た か 否 を 判 定 す る 機 能 と 、
ｇ ． ｆ 項 の 要 件 が 満 た さ れ た 場 合 に 、 実 回 転 数 Ｎ Ｔ １ と タ ー ボ 圧 力 比 π Ｃ １ か ら 目 標 体 積
流 量 Ｑ ０ を 算 出 し 、 設 計 条 件 に よ り 定 ま る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ 固 有 の 体 積 流 量 制 御 マ ッ プ
に 目 標 体 積 流 量 Ｑ ０ が 見 合 う よ う に 燃 料 噴 射 量 を 減 ら し て タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 回 転 数 を
相 対 的 に 下 げ る 機 能 、
ｈ ． 燃 料 噴 射 量 を 減 ら し た 後 、 温 度 セ ン サ １ ９ か ら 得 た 情 報 ２ ４ に 基 づ き 、 エ ン ジ ン 冷 却
水 温 が 上 限 値 よ り も 若 干 低 い 値 （ 例 え ば 、 上 限 値 が ９ ５ ℃ だ と す る と ９ ３ ℃ 程 度 ） に ま で
下 が っ た か 否 を 判 定 す る 機 能 、
が 設 定 し て あ り （ 図 ２ 参 照 ） 、 エ ン ジ ン １ が 稼 働 し て い る 間 、 ａ 項 の 機 能 と ｂ 項 の 機 能 は
判 定 を 繰 り 返 し 実 行 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 つ ま り 、 ｇ 項 の 機 能 が 発 動 す る と 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 質 量 流 量 制 御 を 体 積 流 量 制 御
に 変 え て 燃 料 噴 射 量 を 減 ら す の で 、 エ ン ジ ン 冷 却 系 の 負 荷 を 軽 減 す る こ と が 可 能 に な り 、
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エ ン ジ ン の オ ー バ ー ヒ ー ト を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 ｆ 項 の 要 件 が 満 た さ れ な い 場 合 は タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 質 量 流 量 制 御 を 継 続 し 、
ｈ 項 の 要 件 が 満 た さ れ た 場 合 は タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ４ の 体 積 流 量 制 御 を 質 量 流 量 制 御 に 戻 す
こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 は 、 様 々 な 車 種 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 制 御 機 構 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 適 用 し た 過 給 機 付 内 燃
機 関 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 関 連 す る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 過 給 機 付 内 燃 機 関 の 一 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 　 エ ン ジ ン
　 ２ 　 　 タ ー ビ ン
　 ３ 　 　 コ ン プ レ ッ サ
　 ４ 　 　 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ
　 ６ 　 　 吸 気 経 路
　 １ ２ 　 エ ア フ ロ ー メ ー タ
　 １ ８ 　 ア ク セ ル セ ン サ
　 １ ９ 　 温 度 セ ン サ
　 ２ ０ 　 ブ ー ス ト 圧 セ ン サ
　 ２ １ 　 回 転 数 セ ン サ
　 ２ ２ 　 エ ン ジ ン 制 御 手 段
　 ２ ３ ～ ２ ６ 　 　 情 報
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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